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東日本大震災
への対応

東日本大震災への対応と支援活動

3月11日 ( 金 )14 時 46 分、日本で観測史上最大規模のマグニチュード9.0 の東日本大震災が発生し、東北地方の

太平洋沿岸部に壊滅的な被害をもたらしました。カワイでは、地震発生後直ちに緊急対策本部を設置し、被災地域

の社員や講師、教室の生徒さん及びご家族の安否確認や物件の被害状況確認を行いました。

カワイ全社員の気持ちを一つにして
復旧・復興活動に取り組んでいます

３月１１日の地震発生直後より「緊急対策本部」を設

置し、被災地域の従業員や講師、教室生徒の安否確

認および、会社施設の被災状況確認を開始するととも

に、今後の対応について検討しました。また、静岡県

西部に大津波警報が発令されたため、従業員の安全を

考慮し、直ちに竜洋工場勤務の従業員に対し帰宅指示

を発しました。

3月14日には緊急対策会議を開催し、全社に向けて、

安否確認や被災状況の把握指示を電子メールや社内イ

ントラネットにより発信しました。

当社では、従業員や講師の安否確認を何よりも優先

し、未曾有の大災害であったにも関わらず、3月19日

に奇跡的にも従業員、

音楽教室、体育教室

講師全員の無事が確

認できました。

当社では、被災者の方々の救済や、被災地の一日も

早い復興に役立てていただくため、義援金を日本赤十

字社を通じて寄託しました。

また、合わせて当社グループ内において被災した従

業員や講師、生徒のための義援金を募り、支援を行っ

ております。

4月初旬には、緊急対策本部長、国内営業本部長ら

が被災地を訪問しました。会社施設の被災状況を確認

するとともに、現地の従業員や講師らと当面の要望や

今後の課題など、時間をかけて直接対話をしました。

当社では、東日本大震災への復興活動にあたり、全

社統一のスローガンとロゴを制定し、様々な復興活動

に統一性を持って取り組んでおります。

デザインのコンセプトは、日本のシンボルである日の

丸を音符で包み込み、音楽を通じた当社ならではの活

動により、被災地はもちろん日本全国が元気になってほ

しいという願いを表わしたものです。

安否確認と被害状況の調査 義援金の寄託

被災地視察訪問

復興活動へ統一スローガンとロゴを制定

緊急対策会議

津波で流されたピアノ

日本赤十字社への義援金寄託

講師への説明会



環境社会報告書 2011　7

音楽教室・体育教室では、３月下旬から５月にかけて、

避難所となっている幼稚園や小学校などを訪問し、片

付け・清掃・整備などの復興支援や、避難所で生活さ

れている方たちに、心と体をリラックスしていただくた

め、それぞれの講師が持っているスキルを活かしたコ

ラボレーションによるリズムゲームやミニコンサートを

実施しました。

当社と関わりが深い著名ピアニストの皆様から暖か

いご協力を賜り、カワイ表参道「パウゼ」において９回

にわたりチャリティーコンサートを開催いたしました。

第一線で活躍する総勢27名のピアニストの演奏を聴

くことができるということで、予約の段階で SOLD OUT

になったり補助席を用意する公演が続出する人気ぶり

となりました。

公演後にはピアニスト自ら募金箱を持ち義援金を集め

ていただきました。このチャリティーコンサートでは、延

べ1,138人のお客さまにご来場いただき、825,624 円を

お預かりすることができました。義援金はコンサートの

収益金と合わせ、すべて日本赤十字社に寄託しました。

ご協力くださった皆様に心より御礼申し上げます。

《ご出演いただいたピアニストの皆さま》
■ 4 月 21 日　青柳晋さん、末永匡さん、前山仁美さん
■ 4 月 23 日　遠藤郁子さん、伊藤めぐみさん、須関裕子さん
■ 4 月 27 日　深沢亮子さん、稲田潤子さん、五味田恵理子さん
■ 5 月 12 日　弘中孝さん、石井克典さん、菊地裕介さん
■ 5 月 17 日　田崎悦子さん、Ｐ．ネルセシヤンさん、松本和将さん
■ 5 月 24 日　北川曉子さん、迫昭嘉さん、東誠三さん
■ 6 月   7 日　及川浩治さん、山岸ルツ子さん、外山啓介さん
■ 6 月 16 日　海老彰子さん、根津理恵子さん、入江一雄さん
■ 6 月 27 日　清水和音さん、島田彩乃さん、江崎昌子さん

音楽・体育教室講師による避難所への訪問活動 チャリティーコンサート at カワイ表参道

様々な形で復興支援を行っています

遠藤郁子さん

仙台市浦町中学校

コンサート後の募金活動

ピアニストの皆様からの寄せ書き


